
民生児童委員きたかた1

　３年に１度の民生児童委員全国一斉改選により、令和７年12月７日、喜多方プラザ文化センター大ホー
ルにおいて委嘱状伝達式が執り行われました。
　厚生労働大臣から委嘱された全173名（民生児童委員147名、主任児童委員26名）を代表して、民生児童
委員の喜多方第一地区民生児童委員協議会の吉川昭委員、主任児童委員の豊川町担当の舟城敬子委員へ
喜多方市長より委嘱状が手渡されました。
　市長より「地域住民と行政や社会福祉協議会等の関係機関をつなぐ ”架け橋“ として、住民福祉・社会福祉
の増進のため、ご協力を賜りますようお願い申し上げます」との挨拶がありました。
　また、同日に開催された退任式において、退任者を代表し、山都町民生児童委員協議会前会長 小澤新一氏
へ感謝の盾が贈呈され、慶徳町民生児童委員協議会前会長 大川原謙一氏が退任者代表挨拶を述べられま
した。
　私たち民生児童委員・主任児童委員は、市民の皆さまの一番身近な相談相手として活動できるよう自己
研鑽に努めてまいりますので、お困りごとがございましたらお気軽にご相談ください。
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こ
の
度
、
一
斉
改
選
に
伴
い
、
喜
多
方

市
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長
に
選
任
さ

れ
た
吉
川
昭
と
申
し
ま
す
。
副
会
長
を
は

じ
め
、
本
連
合
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

も
と
、
民
生
児
童
委
員
活
動
の
推
進
に

邁ま
い
し
ん進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
た

民
生
児
童
委
員
並
び
に
主
任
児
童
委
員
の

皆
さ
ま
の
、
多
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
対

し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
去
る
十
二
月
七
日
に
百
四
十
七

名
の
民
生
児
童
委
員
及
び
二
十
六
名
の
主

任
児
童
委
員
に
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
伝

達
さ
れ
、
新
た
な
任
期
と
な
る
三
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
民
生
児
童
委
員
は
、
福
祉
分
野

の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
受
講
す
る
な
ど
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
、
資
質
向
上
に
励
ん
で
お
り
ま

す
が
、
特
別
な
資
格
や
専
門
的
な
教
育
を

受
け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
豊
か

な
気
持
ち
」
を
も
っ
て
「
他ひ

と人
ご
と
は
我わ

が
こ
と
」「
他ひ

と人
の
た
め
は
自
分
の
た
め
」

と
考
え
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
は
地
域
に
お
け

る
身
近
な
福
祉
の
相
談
相
手
と
し
て
の
役

割
に
加
え
、
関
係
機
関
の
窓
口
と
市
民
を

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
役
割

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
地
域
に
住
む
も
の
と
し
て
、
支
援
を

必
要
と
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
々
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
会
　
長

　
吉
　
川
　
　
　
昭
（
第
一
地
区
）

◆
副
会
長

　
松
　
本
　
恵
　
美
（
熊
倉
町
）

　
筒
　
井
　
　
　
弘
（
塩
川
町
）

◆
理
　
事

　
遠
　
藤
　
善
　
啓
（
第
二
地
区
）

　
眞
　
部
　
　
　
巌
（
松
山
町
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田
　
澤
　
義
　
行
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上
三
宮
町
）

　
加
　
藤
　
俊
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岩
月
町
）

　
伊
　
藤
　
徹
　
夫
（
関
柴
町
）

　
荻
　
原
　
末
　
吉
（
慶
徳
町
）

　
真
　
部
　
賢
　
二
（
豊
川
町
）

　
横
　
澤
　
久
美
子
（
熱
塩
加
納
町
）

　
佐
　
藤
　
善
太
郎
（
山
都
町
）

　
白
　
井
　
美
夜
子
（
高
郷
町
）

　
樋
　
口
　
準
　
子
（
熱
塩
加
納
町
）

　
栢
　
場
　
真
　
弓
（
塩
川
町
）

　
猪
　
俣
　
與
　
信
（
塩
川
町
）

　
吉
　
田
　
美
　
子
（
山
都
町
）

　
長
谷
部
　
裕
　
子
（
関
柴
町
）

　
江
　
花
　
一
　
成
（
塩
川
町
）

　
佐
　
藤
　
聖
　
子
（
山
都
町
）

　
福
　
地
　
ひ
と
み
（
高
郷
町
）

　
昆
　
野
　
克
　
昭
（
熱
塩
加
納
町
）

　
舟
　
城
　
敬
　
子
（
豊
川
町
）

◆
監
　
事

　
田
　
辺
　
善
　
一
（
松
山
町
）

　
佐
　
藤
　
　
　
敏
（
山
都
町
）

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域
社
会
の
実
情
を
把
握
す
る

こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し
、
明
朗
で

健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正
を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

「
豊
か
な
気
持
ち
」

「
豊
か
な
気
持
ち
」
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も
っ
て

を
も
っ
て
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多
方
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民
生
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童
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員
連
合
会
役
員
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多
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市
民
生
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童
委
員
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合
会
役
員

喜
多
方
市

民
生
児
童
委
員
連
合
会

会
長

吉
川
　
　
昭

民生委員・児童委員信条
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◎吉川　昭
新道

ひばりが丘

○兼子　修一
上町西区の一部
花園町の一部

鈴木　繁明
上町東区

木戸　修一
上町西区の一部

経壇

手代木　哲
新仲町
新町

齋藤　典子
本仲町
緑町

五十嵐　成子
寺町一区の一部
寺町二区の一部

鈴木　京子
寺町一区の一部
寺町二区の一部

井上　千枝子
東四ツ谷

佐藤　真弓
南町
北町

廣瀨　智香子
桜町

東ひばりが丘

岩渕　良子
花園町の一部

☆有田　千里
全域

☆荒明恵美子
全域

◎遠藤　善啓
塗物町の一部

○太田　文子
御清水
月見町

幸田　久美子
菅原町の一部

満田　俊哉
菅原町の一部

庄司　利則
栄町

菊地　明子
塗物町の一部

菊地　由喜子
下町南部
下町北部

蓮沼　純子
幸町

西四ツ谷の一部

小野　 誠
西四ツ谷の一部

☆添川　正子
全域

☆佐藤　明子
全域

◎眞部　巌
村松第三区

○田辺　善一
東桜ガ丘

油谷　充恩
村松第一区の一部

松が丘

宮城　廣子
村松第一区の一部

清水台

川口　勢子
村松第二区
常盤団地

小川　好子
南桜ガ丘

第
一
地
区

第
一
地
区

第
二
地
区

第
二
地
区

松
山
町

松
山
町

顔写真PSDファイルは縦を30mmの解像度450dpiとする。

◎
…
地
区
会
長

○
…
地
区
副
会
長

☆
…
主
任
児
童
委
員
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宮城　マツ子
北桜ガ丘

大房　智惠
高畑の一部

中村、百目二貫分

瓜生　浩
高畑の一部
吉志田、赤崎林

金田　清
大荒井第一区
大荒井第二区

☆芥川　邦子
全域

☆佐藤かつよ
全域

◎田澤　義行
譲屋
五分一

○長澤　晃悦
上三宮二区

笹川　明美
上三宮一区

猪俣　妙子
下三宮

上野　信一
見頃

鈴木　里美
岩沢
細谷

☆花積美恵子
全域

☆澤田千恵子
全域

◎加藤　俊哉
稲村

○富山　裕治
天井沢

永井　友子
平沢

佐藤　孝守
治里

平田　真由美
上岩崎
大沢

八島　祐子
中田付

鈴木　雅史
上田

平田　保子
稲田

千代　武廣
下台

岩渕　由美子
下岩崎
宮中

☆伊藤　敏江
全域

☆村岡ケイ子
全域

◎伊藤　徹夫
平林

○田中　敏継
上高額の一部

藤城　厚二
関柴

原　まつ子
楚々木、小松
下柴

長谷部　裕子
京出
東中明

上
三
宮
町

上
三
宮
町

岩
月
町

岩
月
町

関
柴
町

関
柴
町
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鈴木　由美
上高額の一部

佐藤　和美
上勝
下台団地

佐竹　美佐子
下勝
西中明

遠藤　朝子
中里、三城目
布流

☆東條　真理
全域

☆遠藤三千代
全域

◎松本　恵美
熊倉下

○三星　邦善
七本木、本林
川前

高橋　のぶ子
熊倉上

星　美香
高柳、舘、道地
小沼沢、隠里

渡部　美惠子
吉沢
小沼

藤田　大
辻、金沢
勝本

加藤　静
芦平、萩平
獅子沢の一部

☆髙橋　真弓
全域

☆山本　純子
全域

◎荻原　末吉
松野
堀出

○都倉　清仁
新町
舞台田

瓜生　友子
豊岡の一部

田部　敦子
豊岡の一部
新宮

柏葉　敬子
山崎

高原　優子
真木

☆夏井美惠子
全域

☆内嶋　八重
全域

◎真部　賢二
菅井二区

○佐藤　弥平
太郎丸
押切南

風間　二郎
高吉一区

高吉二区の一部

雪　浩美
高吉二区の一部

手代木　和重
綾金、長尾
荒分

立川　廣市
菅井一区
渋井

手代木　一世
一ノ堰一区

長島　芳夫
一ノ堰二区

熊
倉
町

熊
倉
町

慶
徳
町

慶
徳
町

豊
川
町

豊
川
町
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高笠　晴之
下高額、堂畑
太田

☆舟城　敬子
全域

☆瓜生　玲子
全域

◎横澤久美子
新村、野辺沢
三の倉、赤沢

○樋口　準子
鷲田

山口　由美子
五目、根岸

原　　勉
半在家
西岩尾

大野　公男
岩尾、川原鉱山

若宮

外島　千鶴子
山岩尾、五枚沢
板の沢、背戸尻

若菜　一栄
中川原、田中
大平、黒岩

丹波　忠良
上野
針生

長井　園恵
大里、赤崎林
御林

外島　千代子
新崎

福王寺　直嗣
金屋、栗生沢
大森

遠藤　冨美江
中在家、谷地、上明戸
下明戸、中志田

山口　明子
古内、千石沢、堰場
宇津野原、水沢

遠藤　惠美子
黒川
熱塩

瓜生　ひとみ
宇津野
赤崎

☆昆野　克昭
全域

☆棚木ミツイ
全域

◎筒井　弘
第２区、第３区
第４区

○栢場　真弓
第９区
藤の木

磯　光秋
第１区

古川　芳子
第５区

栗村　光浩
第６区、第７区
第８区

土屋　とき子
第10区、第11区

第12区

髙木　文男
第13区
上江

大越　光代
第14区
御殿場団地

小林　弘美
第14区
御殿場団地

江花　一成
大沢
赤星

山口　真由美
貝沼
第六

湯浅　弘英
上遠田
下遠田

慶德　由美子
沖、柴城
台

熱
塩
加
納
町

熱
塩
加
納
町

塩
川
町

塩
川
町
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飯塚　律子
万力、東鎧召
西鎧召、能力

関本　勇一
田原
大木

中山　隆一
中ノ目、宮ノ目
反田、上利根川

武藤　武志
別府

加藤　幸子
下利根川、小出
新井田、 橋本前田

新國　栄子
高木、源太
谷地

赤城　みい子
西常世
東常世

渡部　久子
金森、中屋敷
南屋敷

大堀　久雄
横道、中道地
上原、松崎

須田　幸枝
竹屋、田中
深沢

猪俣　與信
紙子、刈麻
大原、唐沢

浅野　良道
江添、馬場新田
金川、三橋

斎藤　悦子
上窪、下窪
舘ノ内

☆田部　一
全域

☆佐々木 千鶴子
全域

◎佐藤善太郎
川隅
洲谷

○吉田　美子
早稲谷

北上　忠夫
木曽

小澤　美枝子
広野
松ヶ丘

小林　和之
舘原
三ツ山

真部　ひとみ
下川角、寺内
舟岡

斎藤　ひとみ
小布瀬原
最明寺

佐藤　聖子
一郷
川吉

齋藤　美恵子
上林
下村

矢部　弥生子
舟引

宮城　伴子
堂山
中反

関口　美鈴
宮古

板橋　忠良
藤沢
上藤沢

川原田　良弘
本木
下廻戸

大塚　美津子
賢谷
沼ノ平

渡部　勝康
上廻戸、撫木
沢口

渡部　ノブエ
一ノ木（本村）

長谷川　厚生
高野原、川入
藤巻

高野　進
河原田、宮月

堰沢

山
都
町

山
都
町
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　広報「民生児童委員きたか
た」第27号は、昨年12月の一
斉改選により委嘱された民生

児童委員・主任児童委員の紹介の特別号とし
て発刊いたしました。
　新たなメンバーが新たな雰囲気の緊張した
中でのスタートではありますが地区の皆さん
の近くに寄り添い、クラスの学級長のように
なりたいと思います。
　今年は午年です。
「万馬奔騰」（ばんばほんとう）と言う四字熟
語があります。「多くの馬が勢いよく走り、物
事が盛んに進む様子」を表す熟語ですが、私
たち民生児童委員・主任児童委員も地域の皆
さんもそんな一年になる事を願っています。

● 喜多方地区

●熱塩加納地区

●塩 川 地 区

●山 都 地 区

●高 郷 地 区

喜多方市字上江3646番地1
☎２３－３２３１
喜多方市熱塩加納町米岡字下平乙
609番地
☎３６－３１１２
喜多方市塩川町字身神300番地1
☎２７－３９４８
喜多方市山都町字北松ノ前
3144番地
☎３８－３１００
喜多方市高郷町揚津字袖山甲
3067番地3
☎０２４１－４４－７１１１

編集
後記

各民生児童委員協議会事務局
（喜多方市社会福祉協議会内）

委員長

鈴　木　繁　明（第一地区）

副委員長

上　野　信　一（上三宮町）

委　員

菊　地　由喜子（第二地区）
芥　川　邦　子（松山町）

〈広報委員〉 千　代　武　廣（岩月町）
長谷部　裕　子（関柴町）
藤　田　　　大（熊倉町）
田　部　敦　子（慶徳町）
手代木　和　重（豊川町）
長　井　園　恵（熱塩加納町）
飯　塚　律　子（塩川町）
五十嵐　裕　子（山都町）
遠　藤　美津子（高郷町）

※欠員の地区が一部あります。

佐瀬　和弘
千咲原

☆佐藤　敏
全域

☆五十嵐裕子
全域

◎白井美夜子
西黄
吹荻

○大竹小夜子
塩坪、池ノ原
塩峯

二瓶　ひとみ
西羽賀

佐藤　厚子
夏井
川井

小林　正信
漆窪、峯利田
利田

山本　弘之
東羽賀、田中
大原

遠藤　美津子
地割、三方、小土山
本村、大谷

福地　ひとみ
揚津

☆後藤りう子
全域

☆佐藤　和恵
全域

高
郷
町

高
郷
町


